
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２３年 ５月２７日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、欲求不満状況における対処行動の個人差と前頭前野
活動の関連を検討することであった。その結果、報酬の不均衡によって生じる欲求不満状況で
は、非欲求不満状況と比べて、左右前頭前野の活動が減少する傾向が見られた。また右前頭前
野背外側部の活動の個人差には、神経症傾向のような性格特性が関連する可能性が示唆された。
欲求不満状況では注意集中の困難が感じられ、この個人差も前頭前野活動の程度に影響を及ぼ
すことが示唆された。 
 
 
研究成果の概要（英文）：The present study aimed at examining the relationship between 
coping strategies and frontal activities in reward frustration.  The results obtained 
suggested that (1) frustration induced by effort-reward imbalance decreased reactivitiy in 
the dorsolateral prefrontal cortex in both hemispheres, (2) neuroticism negatively 
correlated with oxy-Hb increases in the right dorsolateral prefrontal cortex during the 
frustration task, (3) subjective degree of concentration to the task positively correlated with 
oxy-Hb increases in the dorsolateral prefrontal cortex in both hemispheres. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）欲求不満状況は我々が日常生活を送る
上で頻繁に直面する不快感情場面であるが、

そのような場面を実験環境において再現し、
それが脳活動に及ぼす影響や対処方略との
関連を検討した研究は、これまでほとんどな
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かった。 
（２）欲求不満状況で生じる不快感情は、攻
撃行動を媒介する重要な変数と捉えられて
おり、衝動的な攻撃性や反社会的行動との関
連性が指摘されてきた。また、自らの努力と
得られる結果（金銭、社会的評価等の報酬）
の乖離は、典型的な欲求不満状況であり、職
場での心身の不適応に関連するとも考えら
れる。本研究計画の意義として、これらの問
題について、脳活動を含めた多角的な視点か
ら検討するための基礎的データを提供する
という点が考えられた。 
 
２．研究の目的 
 欲求不満状況における対処方略の個人差
を行動実験場面で検討し、同時に不快感情の
処理に関わるとされる前頭前野の活動を近
赤外分光法（Near-infraredspectroscopy; NIRS）
を用いて測定することで、欲求不満耐性の個
人差と感情処理機能との関連を検討するこ
とを目的とした。本研究の全体構想は、①妥
当性のある欲求不満課題を確立すること、②
欲求不満課題における対処方略の個人差を
類型として見いだすこと、③欲求不満状況に
おかれた個人の前頭前野活動をリアルタイ
ムで測定し、対処行動の類型と前頭前野の活
動パターンの関連を検討することであった。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、欲求不満課題を作成し、実験
課題としての妥当性を検討した上で、課題遂
行時の前頭前野活動を、NIRS を用いて計測
した。その具体的方法は以下の通りであった。 
（１）行動課題： Flanker 課題を改変したも
のをコンピュータプログラミングにより作
成した（報酬付き Flanker 課題）。この課題で
は、一致および不一致を含む文字刺激
（congruent 条件と incongruent 条件）が呈示
され、被験者は中央の文字に対応するボタン
を制限時間内に押すよう求められた。被験者
には、反応が正しく制限時間内であれば+30、
反応は正しいが制限時間より遅ければ±0、反
応が間違っていれば-30 と表示されると教示
され、各試行の反応後に上記のフィードバッ
クと累積得点が呈示された。被験者は実験を
通じてできる限り多くの得点を獲得するよ
うに教示された。被験者はすべての正試行に
報酬が与えられる第 1 セッション（報酬条件）
と正試行の約 20%に報酬が与えられ、残りの
正試行には報酬は与えられない第 2 セッショ
ン（欲求不満条件）の両方を遂行した。行動
成績の指標として、反応時間と誤反応率が記
録された。 
 各セッション終了後、被験者の注意・感情
状態に関する主観的評価を測定するために
Attention-Affect Check List（AACL）が実施さ
れた。また全セッション終了後に主要 5 因子

性格検査（NEO-FFI）が実施された。 
（２）NIRS 計測： 課題遂行中の酸素化ヘモ
グロビン（oxy-Hb）と脱酸素化ヘモグロビン
（deoxy-Hb）変化量が光トポグラフィ装置
（ETG-100, 日立メディコ）により計測され
た。プローブは被験者の左右前頭部に配置さ
れ、合計 24 チャンネルの計測が行われた。
計測に先立ち、被験者の頭部形状を記録し、
計測領域が推定された（図 1）。報酬条件と欲
求不満条件のそれぞれで、課題遂行時の
oxy-Hb 濃度がチャンネルごとに算出された。 

図 1 推定された NIRS 計測領域 
 
４．研究成果 
 本研究の研究成果として、実験室場面にお
いて妥当性のある欲求不満課題が得られた
こと、課題遂行に伴う主観的な欲求不満と前
頭前野活動の関連性が検討できたこと、課題
遂行や前頭前野活動の個人差がパーソナリ
ティ特性と関連づけられることが分かった
ことが挙げられる。 
（１）行動課題の妥当性について：2009 年度
に実施した、行動指標および質問紙検査を用
いた検討から、欲求不満条件では不快感情・
対処不能感が有意に増加し、「報酬付き
Flanker 課題」における報酬呈示確率を操作す
ることにより、欲求不満状況を生じさせるこ
とが確認された。 
（２）行動指標、主観的感情状態、および前
頭前野活動の関連について：2010 年度では、
作成した行動課題を用いて欲求不満状況に
おける前頭前野活動の特徴を明らかにした。 
健常若年者 30 名を対象として課題遂行中の
前頭前野を計測した結果、報酬条件セッショ
ンと、欲求不満条件セッションのそれぞれで
前頭前野背外側部における oxy-Hb 量の有意
な増加が確認されたが、欲求不満条件の方が
賦活する範囲は小さかった。また、欲求不満
条件では報酬条件と比較して、複数のチャン
ネルで oxy-Hb 量の増加量が有意に少なかっ
た。すなわち、欲求不満条件では、報酬条件
と比べて前頭前野の活動度が低下している
ことが示唆された（図 2）。 
 また、報酬呈示条件（報酬条件と欲求不満
条件）、および試行タイプ（ congruent と
incongruent）ごとに、反応時間および誤反応
率を比較した結果、欲求不満条件ではいずれ 
の試行タイプにおいても反応時間が有意に
短縮していた。一方で、誤反応率に関しては 



 

 

図 2 課題期間における oxy-Hb 量の平均値 
 
報酬呈示条件と試行タイプの交互作用が見
られ、欲求不満条件では incongruent 試行にお
ける誤反応率が有意に増加していた。すなわ
ち欲求不満条件では、被験者の反応方略が速
度重視にシフトし、エラーの生じやすい
incongruent試行における正確度が有意に低下
していた（図 3）。 

 
図 3 反応時間と誤反応率 

 
 課題遂行中の主観的な注意・感情状態につ
いては、注意の増加、不快感情の増加および
快感情の減少、対処不能感の増加が統計的に
有意に認められ、欲求不満条件が、実験参加
者にとって主観的にも欲求不満状況と感じ
られていることが示された。 
（３）前頭前野活動と性格特性（主要 5 因子）
の関連を検討した結果、報酬条件においては、
左前頭前野の一部の oxy-Hb 量と開放性に正
の相関（r = 0.50）が見られ、一方で欲求不満
条件では右前頭前野の一部の oxy-Hb 量と神
経症傾向に負の相関（r = -0.59）が認められ
た。以上のことから、欲求不満状況と報酬状
況で前頭前野活動の程度は異なり、また、そ
れには性格特性の要因が関与していること
が示唆された。すなわち、神経症傾向が高い
ほど、欲求不満事態での前頭前野活動が影響
を受けやすい可能性が示唆される。また欲求
不満条件においてのみ，AACL の集中型注意
の評点と左右計 6 個の CH における oxy-Hb
量に有意な正の相関が見られ（r = 0.51～0.69）、
欲求不満状況での注意集中困難が前頭前野
活動に反映されていた。 
（４）まとめと今後の展望 
 本研究の結果から、報酬の不均衡によって
生じる欲求不満状況では、同じ課題を遂行す
る場合でも前頭前野背外側部の活動の程度
が異なることが示唆された。また前頭前野活

動の個人差に、神経症傾向のような性格特性
が関連する可能性が示唆された。欲求不満状
況では注意の集中困難が感じられ、この個人
差も前頭前野活動の程度に影響を及ぼすこ
とが示唆された。 
 本研究の結果から、欲求不満状況での課題
遂行は不快感情の増加や注意集中の困難を
生じさせ、適応的な解決を難しくする可能性
が考えられる。今後の展望として、欲求不満
により衝動的な攻撃反応を示す個人に関し
て、本研究の結果を踏まえた感情マネージメ
ント・プログラムを開発するといった応用的
研究が考えられる。 
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